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Ⅳ　COP10での提言活動

１　COP10生物多様性交流フェア　ブース展示

■期　間　平成22年10月18日（月）～29日（金）
■場　所　名古屋　白鳥公園内
■来訪者　約10，000人
■実施状況
　人と自然の博物館、兵庫県、APNセンターと合同
で、生物多様性交流フェアのブースに出展し、（財）
ひょうご環境創造協会では、生物多様性Hyogo市民宣
言のパネルの展示と説明と配布を行った。ブースで
は、他府県の方から「兵庫は、団体や行政と一緒に
なって宣言をつくるなんてがんばっているね」という
声もいただくなど、生物多様性Hyogo市民宣言につい
て広く知っていただくことができた。また他の団体の
ブースでも生物多様性Hyogo市民宣言の配布の協力を
いただくことができた。
　また期間中、COP10の様子を広く伝えるべく、協
会職員がCOP10会場周辺の様子を名古屋からブログ
で発信し、多くの方にご覧いただくことができた。
　（http：//blog.goo.ne.jp/cbd2010）

２　COP10サイドイベント等でのPR
＜サイドイベントでのPR＞
■日　時　平成22年10月25日（月）
■場　所　名古屋国際会議場　211
■内　容

モンゴル森林再生事業のPR，及び生物多様性
Hyogo市民宣言のPR

■参加者　60名
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＜生物多様性交流フォーラムでのPR＞
■日　時　平成22年10月24日（日）
■場　所　名古屋学院大学
■内　容

兵庫県主催フォーラムの中で「NGO・NPOによ
るHyogoからの提言」と題したプレゼンテーショ
ンを行い、市民宣言のPRを行った。

■参加者　50名
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Ⅴ　資料集

１　生物多様性Hyogo市民宣言リーフレット
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２　生物多様性Hyogo市民宣言への賛同
　　メッセージ
【10代】
・自然があるからこそ、私たち「人」がいて動物が
いて、つながりをもっています。

・私が住んでいる町は豊かさから、世界のことに気
付かないこともある。でも、世界ではなくなって
いるものもあるんだと思いました。

・兵庫県は、私たちが知らないところで、たくさん
の行事などを行っていて、環境を良くしよう！！
生物が住みやすい環境を作ってあげよう！！とし
ていたのを知って、とても驚きました。

・みんなは自然との付き合い方・自然のありがたみ
を身にしみついていると思います。兵庫に住む私
たちには、色々な自然が目にうつり、浮かんでき
ます。

・兵庫県は環境がいいと初めて聞いて、びっくりし
ました。これが普通ではないということが残念だ
けど、これからの日本はまだ環境を取り戻せると
思います。

・日本が今動かなくては、未来の日本はないと思い
ます。

・自分たちが住んでいる地域の生物を大切にし、
守っていくことは当然だと僕は思う。

・『生物多様性』というので、兵庫県市民が一致団
結して取り組まなければならないと思った。

・木をむやみに切ったり必要以上に自然のものを
とったりするのはいけないと思いました。

・ご飯を食べる時は、本当に感謝して食べるように
したいと思いました。

・命ある物、全て大切だと改めて思いました。自然
を増やすのはいいことだと思います。

・コウノトリがずっと棲めるようなとこにしたらい
いと思う。

・僕達一人一人が考えて、行動に移すことが大切だ
と思う。

・10年後にはもう１度昔の日本になるように努力し
ていく。

・県民の人々はそれだけ自然やそれを生活の場所に
している多くの生物を大切にしているから、そん
な活動をもっと盛んにしてほしいし、日本全国に
広めてほしいです。

・私はこのコウノトリの取り組みを広げてほしいで
す。なぜかと言うと広めることによってみんなに

知ってもらって、この取り組みに参加してほしい
からです。

【60代】
・自宅の周りには鹿と猪…電柵と網でその被害を防
ごうとしていますが…どちらかと言うと、戦いに
負けています。

・ウォーキングをしていると場所によってこれまで
見かけなかった植物を見ることがあります。

・自然はすごい！美しい！ふしぎ！
・コウノトリが棲める豊岡のような田畑が県下全域
に広がるように！！

【70代】
・昆陽池が「ため池百選」に選ばれうれしい限りで
す。

・昆陽池で絶滅危惧種のオニバス、デンジソウを育
て、子供達にホタルを育成し、イベントとして昆
虫館ヨコの流れに放流しています。

【80代】
・人間としての基本的営みを行うことが生物多様性
の基本概念と思います。

・自然環境を正しく次世代につなげたい。
・メダカも草木・猛獣達も生けるもの全てが人間の
仲間です。大切な自然を守り後世に美しい地球を
残しましょう。

・生命の尊さを、常に想い、考えよう。
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４　生物多様性リレーシンポジウム　参加者アン
ケート結果

参加者270名　うち　アンケート回答者68名（男性：
48名　女性：20名）

○所属の内訳　NPO・NGO…12　大学・学校関係…
13　各種団体…10
企業・事業所…５　行政関係…１　個人…27

○年齢　20歳未満…２　20代…９　30代…４　40代…
７　50代…５　60代…23　70代…15　80歳以
上…１

○シンポジウムを知ったきっかけ
ダイレクトメール…21　ホームページ…６　
メールマガシン…11　新聞…２（神戸１）
その他…28（学校11、チラシ５、パンフレッ
ト２、他シンポジウム２、当協会２、知人
２、テレビ１、神戸市１、所属１）

○シンポジウム全体について、望む内容でしたか
とてもそう思う…22　そう思う…33　ふつう
…５　あまり思わない…２　思わない…０　
その他…０

○第１部　特別講演について、役立つ内容でしたか

役立つ内容であった…38　ある程度役立つ内
容であった…17
期待していた内容ではなかった…２　まった
く期待はずれであった…０

　　　　その他…２

○第２部　パネルディスカッションについて、役立つ
　　　　　内容でしたか

役立つ内容であった…31　ある程度役立つ内
容であった…23
期待していた内容ではなかった…３　まった
く期待はずれであった…１
その他…１

○第３部　COP10報告会について、役立つ内容でし
　　　　　たか

役立つ内容であった…37　ある程度役立つ内
容であった…16
期待していた内容ではなかった…１　まった
く期待はずれであった…１

　　　　その他…０

【理由など】
・　一番最後に松岡さんが「小さな自然の感動が経
済の魔力に勝てるのか？」とおっしゃったのがと
ても印象に残りました。確かに自分の生活レベル
が下がってまで、一つの種を保存すべきかと考え

３　ブログ「ひょうご環境創造協会COP10情報」
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たときに、僕は保全すべき、とは言えません。
・　COP10のいろいろな実情がよく理解できた。
・　生物多様性、自然保護あらゆるキーワードを国
民の中に浸透させ、個人でも行政や企業でも（組
織的にも）実行していく行動目標を実行していく
ことが重要だ。

・　生物多様性の重要性の認識ができた。危機感が
国民にあるのか？もっと情報を発信すべき！

・　実践行動の内容で良かったです。
・　最早、他人言ではない時代になっており、個人
レベルで全地球人が認識し活動すべきことをもっ
ともっとアピールしてゆかねばならないと感じ
た。

・　COP10の様子がいろんな角度からよく分かっ
た。

・　参加できなかったCOP10の会議内容が紹介さ
れ、各分野からの発言が参考になった。

・　一般人に何ができるのかわからない。団体に
入ってないと意味がない気がした。

・　知っていたつもりでも知らなかった事を学べま
した。

・　問題がむずかしすぎ納得できなかった。
・　COP10の争点、課題、それについての対策に
ついてよくわかりました。ひとえに“前進”を喜
びきれない現状、上記の“協力”“連携”が今後
の生物多様性保全実現のカギになると思います。

・　COP10名古屋に行けなかったので、熱が伝
わって来てよかった。

・　ESDについて、私は生物多様性がESDの大きな
テーマの一つと思っていたので、ESDとのかかわ
りのお話で、今までそうではなかったと知り、
ESDについて思っていた違和感がそこにあったの
かとわかってよかったです。

・　時間不足したものの、会場の方からも様々な意
見が出て、ある程度の議論ができた。

・　生物多様性は掴み所のない個人行動と思ってい
ましたが、globalにチームワークで推進していく
ものと思います。いろいろと考えさせていただき
ました。

・　COP10の結果概要がよく理解できた。
・　中島さんの講演は解りやすい解説であった。今
の民主党内閣では具体的取り組みは期待薄である
が。

・　松岡氏が話したように、COP10の関係者だけ

が盛り上がって、それ以外の人はさめていた？今
後は行政が生物多様性を市民生活と結びつけて広
報する必要がある。NPOなどが協力しなければ
ならない

・　生物多様性条約。条約の３つの目的。
・　松岡先生の考え方に共鳴しました。
・　COP10が日本で開催され、国民も世界も地球
上の生き物と共生が持続した資本となり、平和と
生命が守られる。環境政策を公も民も可能を持続
する。

○ポスターセッションについて、役立つ内容でしたか
役立つ内容であった…23　ある程度役立つ内
容であった…30
期待していた内容ではなかった…１　まった
く期待はずれであった…０
その他…１

＜自由記入欄＞
・　色々な方々の貴重な話が聞けてとても有意義で
した。最後のディスカッションでの質問側と回答
側の意見が所々違っていた所にとても考えさせら
れました。

・　大いに結構です。ポスターセッションも大変良
かった。

・　第３部に出席したが実態は大変だと思った。
・　保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、
大学、社会人、それぞれに合った、自然にふれ
て、実践行動のつながりの教育が必要です。自然
再生に六甲山も入ります。

・　参加する機会が得られてラッキーだった。
・　第２部の発表の全てが自然保護活動であった
が、COP10の中心議題は生々しい人間社会の問
題であり、あまりにへだたりがあると感じた。ど
うしても入れてほしいのが、栽培作物の「たね」
の絶滅スピードは自然種以上であり、直接人間の
生命の維持に関わることであり、地域の暮らし、
文化に関わることを表面に出してほしい。例え
ば、地元に残っている在庫の野菜があったら食べ
よう、そうすれば農家は作ってくれるというよう
なことを言えば、市民は納得して買うことにより
種の多様性が維持できることを実感できると思
う。

・　生物多様性条約は温暖化防止条約と双子の条約
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である。人間の暮らしが中心なのだからこそ、生
物多様性を生命のもとである食べ物の現状から考
えていくことが両条約とも必要と思う。

・　多くの参加者が、熱心に一同会し、次の時代
（ステップ）の足がかりのスタートと思える。

・　亀崎先生がおっしゃっていた「実践」「検証」
という所にもっと力を入れていかないといけない
と思いました。行政、団体、学校、家庭、全てに
おいて「継続」を念頭においた活動のサポートを
お願いします。

・　生物多様性の活動はまだまだかたくるしい感じ
がした。　～しないように、～してはいけない　
→　～していこう。　生活レベルで生物多様性を
考えていくには、個人の意識とそこにかかわる大
きな組織の影響が重要なのかと思った。

・　生物多様性を考えるいい催し物だと思います。
またこういうイベントを期待します。

・　日々、人間社会に浸り切った環境から、いかに
自然や他の生き物との関わりを増やしていく機会
をつくるか、産業も含めその普及の必要性を感じ
ました。１週間７日中せめて１～２日は主婦や老
人（平日も活用）、学生、社会人（週末活用な
ど）に巻き込んでいくかということ。また、生活
学習として幼稚園、小学校から高校大学までの環
境教育を一貫して行うことが次世代の教育に必要
と感じます。その上でもまずは教える教師の環境
学習と父母の協力が必要かと思います。

・　これからの兵庫を考える「私たちができるこ
と」を考えるワークショップを道家氏を招いて
やってほしい。

・　一人一人の環境への影響、例えばゴミの量、薬
の使い方など、そして生産者の影響など考えに取
り入れてほしいです。やはり、一人一人の意識だ
けでCOP10の目標を達せられません。法律、き
ちんとしたルールをつくってほしいです。洗剤の
生産ですと、環境に優しい石鹸だけ許す。環境汚
染を減らさないと、いくつか環境を再生しても、
保全しても生物多様性は回復しにくいでしょう。

・　今回のプレゼン資料を後日協会のHPで公開し
て頂ければありがたいのですが。あるいは申し込
みがあれば、送って頂くとか。

・　NGO/NPOだけでなく企業が参加すると聞いて
どんな内容になるか楽しみだったが想像以上に良
い内容だった。

・　パネルディスカッションは時間が長すぎる。２
つにわけて実施しないとダレてしまう。行政部分
はまとめて（区切って）やってもらう方が良い。

・　市民団体の生き物の放流（アユ、ホタルなど）
が盛んに行われているが、科学的に正しい行事な
のか検討する必要があるのではないか。

・　生物多様性の意識向上のために子供達の自然と
のふれあい、自然体験学習など、行われているが
小生が感じるところ、学校先生の質のバラツキが
大きいように感じる。新しく「学校教育法」が定
められたから先生たちの自然への関心を高める研
修が必要と考える。

・　海の生物多様性について、もう少し報告があれ
ばよいと思う。海や川や山のつながり、生物多様
性保全が大切である。学校教育について中学生、
高校生への環境教育も大切です。

・　シニア世代の人間が気軽に参加できる体験型の
活動シンポジウムを計画してもらいたい。

・　地球全体の許容能力キャパシティーを考えると
人類の人口増加のスピードにブレーキをかけない
と無理だと思う。生物多様性を保全するためには
現在の先進国と言われる国々の人々の生活レベル
を大幅にダウンする必要があると思う。科学技術
の進歩で人口が1.5倍になっても全ての人間が幸
せに生活できる方法が開発されることを期待する
のみです。

・　地球環境、温暖化、生物多様性の問題を常に発
信続けてほしい。

・　COP10の会議内容を初めて知ること、聞くこ
とが出来ました。

・　第１、２部のフロアからの質問の時間を取って
欲しかった。

・　第２部のパネリスト11人のプレゼンでおなかが
いっぱいになった。

５　生物多様性連携講座　第５回　参加者アン
　　ケート結果

参加者41名　うち　アンケート回答者22名（男性：17
名　女性：５名）

　所属の内訳　NPO・NGO…６
　　　　　　　大学・学校関係…１　各種団体…８
　　　　　　　企業・事業所…０　行政関係…３
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　　　　　　　個人…２
１　今回の講座には、どのようなことを目的に、また
は、どのようなことを期待して参加されましたか？
・　行政とNPOの連携
・　各分野の意見を聞き、今後の活動に活かしたい
・　「生物多様性」という言葉、または行動をどう
伝えるかの目標づくり

・　自然を守る→地球を守る→次世代のために。そ
れには生物を大切にする為に、生物多様性を守る
ことが大切で、どう生活していくかを考えたかっ
た。

・　第１回の講座から参加しているので
・　生物多様性アピールの方策
・　現在問題とされている生物多様性について（な
かなか身近な環境問題としてとらえ難い）もって
深く知りたいと思って参加した。

・　ひょうご戦略がどのように展開されるのか
・　｢COP10」の中での生物多様性、SATOYAMA
のまとめ

・　人と人の交流の場づくり
・　他団体（参加者）とコンタクトし情報＆意見交
換したかった。

・　少しでも生物多様性が伝えられる様スキルアッ
プ

・　生物多様性について学習したかった
・　多くの意見を聞き、活動の中に活かしていきた
い

・　子どもたちに生物多様性の大切さを伝えるよい
方法があるのではと思いました

・　生物多様性を広める手段は？
・　生物多様性をベースに環境学習という点で、色
んな分野の方々が、どのような視点を持っている
のかを知りたいために参加しました。

２　今回の講座は、生物多様性保全に活動をすすめる
うえで、役立つ内容でしたか？

　①前半　事業実施状況、来年度事業説明について
役立つ内容であった…12　ある程度役立つ内
容であった…８
期待していた内容ではなかった…１　まった
く期待はずれであった…０

　　　　その他…１
【回答の理由や意見など】
　＜役立つ内容であった＞

・　実施するのがうまく行くか不安？
・　多種多様なアイデアを参考に出来ます
・　難しいことはわかりませんが、生き物のいのち
がお互いにつながっていることを大切にしたいと
いうことが一番大切なことではないかと思った。

＜ある程度役立つ内容であった＞
・　もっと具体的な内容が聞きたかった
・　関係者のネットワークも大事ですが団体やグ
ループのメンバーが生物多様性を実感してもらう
実践活動を学びたい

・　システムとして、行政・事業者・市民は役割と
して何を担うべきなのかを明確にするべきだと思
う。

　＜期待していた内容ではなかった＞
・　説明が表面的、総花的で興味をもてなかった。
聴く側の身になって、焦点を絞るなど工夫が欲し
い。

　②後半　グループディスカッションについて
役立つ内容であった…８　ある程度役立つ内
容であった…11
期待していた内容ではなかった…２　まった
く期待はずれであった…１
その他…０

【回答の理由や意見など】
　＜役立つ内容であった＞
・　まとめまで進めることは、できなかったが活発
な意見は、それぞれが活動に裏打ちされたもので
参考になった。

・　いろんな活動をしている人の話や意見は参考に
なった。

・　切り口は多面で面白かった。
　＜ある程度役立つ内容であった＞
・　実際にどれだけ実施できるのか？
・　時間的に短かかった。いろんな見方があるなと
いう事が分かった。

・　理論よりも実践活動に話題が集中した。
・　里山に生活する人々に、「生物多様性」を如何
に理解してもらうか？小生のあらたな課題だ。

　＜期待していた内容ではなかった＞
・　参加者の活動内容がバラバラで、この時間では
意見をまとめる事は出来ない。

・交流に時間をとる方がよい。
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３　今回の講座は、生物多様性保全の活動をすすめて
いくうえでの、参加者同士の連携やネットワークづ
くりを目的のひとつとしていましたが、この趣旨に
合致していたと思いますか？

合致していた…６　ある程度合致していた…
13　合致していない…３
わからない…１　その他…０　（複数回答者
１名あり）

【回答の理由や意見など】
　＜合致していた＞
・　生物多様性は本来は生命の継続に関わる問題だ
と思いますが、それを理解していない方が多く、
その課題をクリアするためには、ネットワークづ
くりに絶対に必要なことだと思います。

　＜ある程度合致していた＞
・　生物多様性で活動している団体を一覧表で紹介
し、その中から普段活動していることについて発
表してもらうかどうか

・　意見をまとめるには時間がなかった
　＜合致していない＞
・　ワークショップを行ったが短時間でネットワー
クづくりまでには至らなかった。

・　意見が出来が、それをまとめる時間がない。
・　他参加者の活動情報がほとんどない。情報を得
る時間が少ない。名札も名前のみ。所属団体さえ
も明示されていない。

４　他の団体等（NPO、個人、企業、行政等）との
連携・協働をすすめるうえで難しいと思うこと、ま
たは弊害となっていると思うことなどがあればお書
きください。

　・　話す機会が少ない、（活動内容等）交流
　・　時間や場所の設定がむずかしいと思います
・　各地域の正しい情報の発信と入手の難しさ。県
内での総合的なネットワークづくり／距離感、
テーマの多様性

・　生物多様性に対して熱心な人々（環境オタク）
と無関心な人々（一般市民）の２極化が進んでい
ることがわかった。この２極化が弊害である。

・　一般の人の理解が不充分なため大変難しい。本
日のグループでは可能であるが何でこんなことを
するのかの本質にせまれない。

　・　地域交流・世代交流がまず最初

　・　行政が仲介すると良いと思う
・　他団体の内容がわからないので、なかなか話し
合いの場が出来ない。

　・　今後の活動の中心は県？創造協会？
・　（考え方だと思います）「連携・協働」とイ
メージすると、“自己主張ができなくなる”と思
いがち。それぞれの活動家達は自己アピールした
いものです。でも、本来のパートナーシップや
ネットワークは混ざり合うのではなく、可能な分
野を個々に受け持つものだと思います。そこを大
切にすればもっと進むのでは…

・　県下でどういうグループがどんな活動をしてい
るか、参画するためには、どのようにアクセスし
たらよいか、等の行動に移すためのノウハウをわ
かりやすくする必要がある。

５　生物多様性保全に向けた、NPO、市民、企業、
行政等との協働・連携・ネットワークづくりに、効
果的な方法や提案があればお書きください。
・　町の自治会とその地域の学校（小、中）と協同
テーマ（生物に関した）を行事として行うのもよ
い。

・　地域の相互交流による課題の明確化あるいは共
有

・　生物多様性保全に向けた考え方の多様化を認め
合うことが効果的であると思う。

・　制限がいろいろあって困難。生活の基盤がしっ
かりしておらなければ言うばかりで実があがらな
い

・　ネットワークづくりは行政ものり出して進んで
来た。もっと各組織が実践活動に熱心であるべき
です。

・　A：それぞれの団体の情報を流す場が欲しい。
B：ある程度、環境問題に対して活動しているの
で、交流は難しい。

・　機会（チャンス）が多くあれば、尚一層深まる
と思う

・　イベントをやって、お互いの協働を実体験して
みること

・　回数が必要だと思います
・　冊子にまとめていただいて公開（自分達で連絡
を取り合える仕組み）、又はコーディネート

・　コミュニケーション
・　教えて下さい…
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６　その他、今回の講座へのご意見、ご感想など、ご
自由にお書きください。
・　「市民宣言」一つのものを作ることは大変だと
思います。多くの人に「その気」になってもらう
よう、できることをしていきたいです。

・　時間が少ない。事前に考えてくることを参加者
に連絡しておくのがよいのでは

・　誤った情報と正しい情報を明らかにする機会を
設けて欲しい

・　付議を重ねることが大切だがいろいろな条件が
あり思うように集合することすらできないもどか
しさが頭から離れない。

・　有意義でした
・　参加者のレベルが、バラバラなのが良いのか、
同じ程度の人達との話し合いの場が良いのか、難
しいですね。でも、このような機会は、是非共、
必要と思います。

・　①講座時間を長くする。前半は座学。後半は活
動発表など。②里山や里海、里川に生活圏を持つ
人や企業人の意見を聴きたい。「街の人」のみで
は実のある議論にならない。

・　あとの懇親会が良い。アルコールがあればもっ
と良い。（とにかく、会議の後の飲食の機会は、
メンバー間の人間同士のつながりを太くします）

・　楽しかったです。又、参加したいです。
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